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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

 対象鳥獣  シカ・イノシシ・ニホンザル 

 計画期間   令和５年度～令和７年度 

 対象地域  洲本市全域 

 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（令和３年度） 

鳥獣の種類 

 

被害の現状 

品 目 被害数値 

シカ  水稲 

 飼料作物 

 野菜 

 0.17ha   212千円 

 0.68ha   389千円 

 0.43ha 1,666千円 

 計  1.28ha 2,267千円 

イノシシ  水稲 

 飼料作物 

 野菜 

 イモ類 

 3.08ha 3,850千円 

 3.69ha 2,114千円 

 0.71ha  3,711千円 

 0.06ha  125千円  

 計  7.54ha 9,800千円 

ニホンザル 顕著な農作物被害は

確認されていないが、目

撃情報や生活被害報告

がある。 

 

 計  0.0a    0千円 

 

（２）被害の傾向 

シカの農作物被害は柏原山系の山々が連なる市南部で発生しており、金網

柵等による防除で一定の効果がみられたが、未整備集落や従来発生していな

かった集落において新たに発生している。個体数については横ばいであるが

、生息域の拡大により市北部や西部でも目撃情報が増加しており、新たな被

害が発生する恐れがある。 

イノシシの農作物被害は市内全域で発生しており、シカと同様、金網柵等

による防除の効果もみられるが、依然として高い水準にある。また有害捕獲

において、豚熱の影響により令和３・４年度は例年に比べて捕獲頭数が大き

く減少したが、それでもなお年間1,000頭近く捕獲しており、被害減少は感

じられない状況である。さらに、直接的な農作物被害のみならず、掘り返し

により、法面や水路、圃場にも大きな被害を及ぼしている。 

 ニホンザルについては、本市では餌付け個体群が約450頭生息しているが

、上灘地域では一年を通じて数頭のハナレザルや数頭からなる群れ数団が目



撃されている。人に対して威嚇行動をおこなったり、住宅などの建造物に被

害を加えるなど悪質な行為をする個体も確認されており、住民の精神的不安

も拡大している。 

 

（３）被害の軽減目標 

指標 現状値（令和３年度） 目標値（令和７年度） 

シカ  1.28ha  2,267千円  0.96ha   1,700千円 

イノシシ  7.54ha  9,800千円  5.66ha   7,350千円 

ニホンザル ― ― 

 

（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕獲等

に関す

る取組 

 

 

銃器を用いたグループ猟、わ

な猟によるシカ・イノシシの捕

獲を、一年を通じて実施してお

り、ICTを用いた囲い罠等の導入

も行っている。 

 また、新規狩猟免許取得に関

する助成や狩猟者への猟具の

購入助成を行い、捕獲圧を高め

ている。 

 有害捕獲において令和４年度

は、シカ・イノシシ合わせて年間

約1,400頭近く捕獲している。シ

カの個体数については横ばいの

傾向がみられ、イノシシに関して

は、豚熱の影響もあって個体数減

少の傾向がみられるが、農作物の

被害減少にはなっていない。捕獲

従事者が不足する集落の発生や、

集落銃猟免許所持者の高齢化も懸

念される。 

防護柵

の設置

等に関

する取

組 

国庫及び県補助事業を活用し

た集落単位の防護柵の整備を進

めるとともに、市単独事業によ

る集落ぐるみの獣害対策事業で

、設置した防護柵の補修及び、

電気柵等の設置の助成を行って

いる。 

 防護柵を設置した集落では一定

の効果を上げているが、未設置集

落への被害が増加している。 

 設置後の維持管理について、集

落ぐるみでの管理体制の構築が課

題である。 

 また、国庫補助事業の要件に該

当しない地域への防護柵の設置が

課題である。 

 

（５）今後の取組方針 

 今後も、集落ぐるみによる獣害対策として地域住民が主体となった捕獲

と防除の総合的な被害防止体制の構築について、鳥獣の習性や防除技術等の

知識の普及啓発、財政的な支援等を行い、対象鳥獣の生息数の増加防止と農

作物被害の軽減を図っていく。また、集落ぐるみでの獣害対策が成功してい

るモデル集落の支援とその対策の波及を目指す。 



 捕獲については、有害鳥獣捕獲従事者の減少対策として、狩猟免許試験の

費用助成及び、新規狩猟者へ箱わなの貸与を行うことで、狩猟者の増加を図

り、シカ・イノシシの捕獲を推進するため、猟具の購入、補修等の助成を行

っていく。 

 また、ニホンザルにおいても、セミナーの実施や、必要に応じて捕獲を行

っていき、生息状況の把握に努める。 

 被害防止については、要望のある集落に対して緩衝帯の設置の検討、防護

柵設置の支援、及び集落ぐるみの獣害対策の推進、セミナー等の開催により

正しい知識の獲得を図る。 

 

 

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

洲本市鳥獣被害防止計画に基づき、猟友会員を中心に、対象鳥獣の捕獲を

実施する。 

また、狩猟者と集落の連携（餌付け等の役割分担）を推奨し、捕獲の効率

を高め、狩猟者の労力削減を図る。 

 

（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

令和 

５年度 

 

シカ 

イノシシ 

ニホンザル 

捕獲機材（箱わな等）の整備及び導入支援 

狩猟免許（第１種銃猟・わな猟）の取得促進 

セミナー開催による捕獲技術の向上 

令和 

６年度 

 

シカ 

イノシシ 

ニホンザル 

捕獲機材（箱わな等）の整備及び導入支援 

狩猟免許（第１種銃猟・わな猟）の取得促進 

セミナー開催による捕獲技術の向上 

令和 

７年度 

 

シカ 

イノシシ 

ニホンザル 

捕獲機材（箱わな等）の整備及び導入支援 

狩猟免許（第１種銃猟・わな猟）の取得促進 

セミナー開催による捕獲技術の向上 

 

（３）対象鳥獣の捕獲計画 

 捕獲計画数等の設定の考え方 

 近年の捕獲実績及び生息状況などの各種データを活用して、捕獲計画数

を設定する。 

 シカについては、存続可能最小個体数を確保しつつ、直近の捕獲実績に応

じた捕獲目標を設定する。 

 イノシシについては、継続的に捕獲圧を加え、生息密度の低減を図るため

に直近の捕獲実績に基づき、達成可能な捕獲目標を設定する。 

 ニホンザルについては、計画的な捕獲は行わず、有害個体が発生した場合



、個別に捕獲を実施する。 

 

対象鳥獣 

 

捕獲計画数等 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

シカ 600頭 600頭 600頭 

イノシシ 1,000頭 1,000頭 1,000頭 

ニホンザル ― ― ― 

 

 捕獲等の取組内容 

 被害農家又は農会長等からの捕獲要望書の提出により、銃器及び

箱わな等を活用した捕獲を実施する。 

 捕獲時期については、基本的に狩猟期間を除く期間とし、捕獲予

定場所は、要望のあった箇所（市内全域）とする。 

 

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容 

― 

 

（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

― ― 

 

 

４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 

 

整備内容 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

シカ 金網柵 1,000ｍ 金網柵 1,000ｍ 金網柵 1,000ｍ 

イノシシ 
金網柵 1,000ｍ 

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ柵 2,000ｍ 

金網柵 1,000ｍ 

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ柵 2,000ｍ 

金網柵 1,000ｍ 

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ柵 2,000ｍ 

 

（２）その他被害防止に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

令和 

５年度 

シカ 

イノシシ 

ニホンザル 

・被害防止対策知識の普及（セミナー） 

・集落ぐるみの鳥獣害対策支援 

 （防護柵の維持管理の費用助成、電気柵支援） 

令和 

６年度 

シカ 

イノシシ 

ニホンザル 

・被害防止対策知識の普及（セミナー） 

・集落ぐるみの鳥獣害対策支援 

（防護柵の維持管理の費用助成、電気柵支援） 

令和 シカ ・被害防止対策知識の普及（セミナー） 



７年度 イノシシ 

ニホンザル 

・集落ぐるみの鳥獣害対策支援 

 （防護柵の維持管理の費用助成、電気柵支援 

 

 

５．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項 

（１）関係機関等の役割 

関係機関等の名称 役割 

洲本市産業振興部農政課 

（鳥獣被害対策実施隊） 

関係機関・有害鳥獣捕獲班との連絡調整 

情報の収集・提供、広報 

兵庫県淡路県民局 

洲本農林水産振興事務所 

関係機関との連絡調整、情報収集・提供 

 

兵庫県警察洲本警察署 住民通報・現場対応、関係機関との連絡調整 

一般社団法人兵庫県猟友会 

洲本支部・中淡支部五色地区 

捕獲活動の実施 

 

 

（２）緊急時の連絡体制 

洲本警察署→（洲本農林水産振興事務所→）洲本市→有害鳥獣捕獲班 

 

 

６．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）協議会に関する事項 

協議会の名称 洲本市鳥獣被害防止対策協議会 

構成機関の名称 役割 

洲本市産業振興部農政課 

 

 

 

協議会事務局、関係機関との連絡調整、鳥

獣捕獲許可証の交付、捕獲活動の指導、 

被害情報の収集・整理、捕獲・防除技術の

普及啓発 、狩猟者の後継者育成 

洲本市農業委員会 被害情報の収集、防除技術の普及啓発 

兵庫県淡路県民局 

洲本農林水産振興事務所 

鳥獣保護管理法の指導、保護管理計画の推

進、県研究機関との技術支援の調整、捕獲

・防除技術の普及啓発 

野生動物共生林整備等の森林整備の検討・

指導、生息地(森林)管理手法の検討・支援 

兵庫県農業共済組合 

洲本淡路事務所 

被害情報の収集、防除技術の普及啓発 

 

淡路日の出農業協同組合 被害情報の収集、防除技術の普及啓発 

一般社団法人兵庫県猟友会 

洲本支部・中淡支部五色地区 

捕獲活動の実施、捕獲技術の普及啓発 

 



（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役割 

兵庫県森林動物研究 

センター 

野生動物に関する調査研究、捕獲・防除技術の

普及啓発 

兵庫県警察洲本警察署 鳥獣保護法、銃刀法の指導、狩猟の安全講習 

 

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

規模（構成）：市職員５名 

活動内容：広報・啓発活動の実施、捕獲補助等 

 

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

国庫・県補助事業等を活用した被害防止施策を実施し、また、市単独事業

として集落ぐるみで被害対策に取り組めるよう活動経費の助成やセミナー

等を開催し、有害鳥獣の生態や被害防止に関する情報を提供する。 

 

 

７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

捕獲した対象鳥獣の処理については、捕獲場所周辺での埋設処理を基本

とする。埋設処理が困難な場合は、市と契約している処分施設への搬入を

促す。 

そのほか、捕獲鳥獣の利活用の取組として、自家消費に加え、食品衛生

法上の営業許可を有する処理施設と連携し、利活用される個体の増加を図

るとともに、安全性の向上に関する取組を進める。 

 

 

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品としての利用等その有効な利用に関する事項 

食用としての利活用及びペットフードについて、既設の加工処理施設、飲

食店又は狩猟者団体等と連携しながら、淡路島産のジビエの普及啓発活動等

を行う。 

 

 

９．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

兵庫県並びに隣接する淡路市及び南あわじ市と連携した広域的かつ効果

的な被害防止施策の実施について検討を行う。 

県内の野生イノシシにおいて、豚熱感染が確認されていることから、感染

拡大防止に向けて、捕獲強化を進めるとともに、捕獲従事者の靴底、車両等

の消毒を実施するなど、防疫措置の徹底に取り組む。 

 


